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１．調査の目的 

 平成２１年度科学技術振興調整費「遺伝子組換え技術の国民的理解に関する調査研究」に関連し

て、ＧＭＯステークホルダーの意識と行動に関する資料収集業務を実施し、成果を取りまとめることであ

る。具体的にはＧＭＯステークホルダーとして関連する事業者などへのヒアリング調査、およびＧＭＯに

対する消費者意識調査の国際比較を行った。 

 

２．調査研究成果概要  

（１）関連するステークホルダーの構造 

図１に、遺伝子組換え技術、ＧＭＯなどに関連する情報の流れとステークホルダー（関係者）の構造

を図式的にまとめた。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ ＧＭＯなどに関連する情報の流れと関係者 

 

（２）内外の消費者意識調査の国際比較調査 

  
 ＧＭＯ受容に関する日本および海外における消費者の態度・意識について、日本、ドイツ、インド、オ

ーストラリアの 4 カ国の国際比較を行った。 

 

 
 
 
 

 



 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

１）先進国・食料輸入国の消費者の態度 

  日本およびドイツにおいては、いずれも遺伝子組換え作物の国内商業栽培は行われていない。両 

国の消費者とも、遺伝子組換え食品の摂食に関しては、慎重な（ネガティブな）態度を示している。 

２）先進国・食料輸出国の消費者の態度 

 オーストラリアは有数の穀物生産国・輸出国である。遺伝子組換え食品に対する国民（消費者）の態

度も、日本や英国などと比べると、かなりポジティブな態度を示す割合が高くなっている。 

さらに、ここ数年、深刻な干ばつ被害に見舞われ、安定的な食料供給を望む国民の声は大きい。現実

に、干ばつ前後で、国民の遺伝子組換え作物に対する態度はかなり変化している。 

３）新興開発国の消費者の態度 

 インドは、世界でも有数の遺伝子組換えワタの生産国である。安価な食品の安定的供給を望む国民

が大多数を占める。大多数の国民は、遺伝子組換え食品に関してはかなり受容度が高い。ただし、アン

ケート実施対象は、同国で比較的高度な教育を受けた人に限られていることなどを考慮すると、大半の

国民は、遺伝子組換え食品や作物バイオテクノロジーには大きな関心は抱いていないものと推測され

る。 

４）遺伝子組換え食品などの受容性の規定要因 

 消費者の態度は、その国の産業構造・文化などの影響も受けるが、受容性についての質問設定の仕

方によって、回答結果も異なってくる。 

 その一例が、Biotechnology Australia が実施したアンケート結果に反映されている。すなわち、遺伝

子組換え作物の受容性に関して、リスクだけでなくそのメリット（病害虫耐性など）を提示することにより、

受容性が高まることがわかった。 


